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核兵器禁止条約が１月２２日に
国際法として発効します！

日時▶2021年１月22日18時半～20時半
　　　第１部　講演会18:40～
　　　第２部　演奏会20:00～
会場▶仙台市福祉プラザ２階プラザホール

「核兵器の終わりの
　　始まりの日」記念イベント

「
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あ
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を
切
り
開
こ
う
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原
発
ゼ
ロ
」の
希
望
あ
る

　
　
　未
来
を
切
り
開
こ
う

原
発
問
題
住
民
運
動
宮
城
県
連
絡
セ
ン
タ
ー
世
話
人

　中

　嶋

　
　
　廉

県連事務局の宣伝行動（2018.10）

　
宮
城
県
の
村
井
嘉
浩
知

事
、
女
川
町
の
須
田
善
明
町

長
、
石
巻
市
の
亀
山
紘
市
長

が
東
北
電
力
の
女
川
原
発
２

号
機
の
再
稼
働
に
同
意
を
表

明
し
ま
し
た
が
、「
河
北
」

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
調
査
で

は
県
議
会
の
再
稼
働
推
進
議

決
に
72
％
の
県
民
が
反
対
し

て
い
ま
す
。

　
再
稼
働
の
是
非
を
協
議
し

た
11
月
９
日
の
市
町
村
長
会

議
は
、
開
催
前
に
慎
重
な
対

応
を
求
め
る
声
が
気
仙
沼
市

長
等
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。

市
町
村
長
会
議
は
、
美
里
、

　
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
広
ま
る
中
、
私

の
仕
事
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
会
議

や
行
事
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も

日
常
生
活
の
中
で
自
分
の

顔
を
見
る
時
間
は
朝
、
顔

を
洗
い
寝
癖
を
直
す
時
の

数
秒
と
い
う
私
は
、
こ
の

自
分
の
顔
と
数
時
間
正
面

で
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
行
事

に
未
だ
抵
抗
が
あ
り
、
一

緒
に
映
る
若
者
の
肌
の
張

り
を
羨
ま
し
い
と
思
い
な

が
ら
業
務
を
こ
な
し
て
お

り
ま
す
。
▼
数
十
年
ぶ
り

に
面
と
向
か
う
我
の
顔
は

…
白
髪
っ
て
こ
ん
な
に
あ

っ
た
か
な
ぁ
？
昔
、
母
の

白
髪
を
１
本
１
円
で
抜
く

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
な
ぁ

…
、
今
、
そ
の
バ
イ
ト
を

し
た
ら
母
は
丸
坊
主
に
な

っ
て
し
ま
う
な
ぁ
、
私
の

白
髪
の
量
も
そ
の
時
の
母

く
ら
い
に
な
っ
た
の
か
な

ぁ
と
白
髪
の
部
分
に
の
み

少
し
触
れ
て
み
ま
し
た
。

▼
白
髪
を
抜
い
た
か
ら
母

の
白
髪
は
増
え
た
の
？

「
白
髪
っ
て
抜
く
と
増
え

る
」
と
い
う
俗
説
、
昔
の

常
識
は
今
の
非
常
識
だ
そ

う
で
、
実
験
の
結
果
、
抜

く
こ
と
が
原
因
で
増
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
白
髪
が
気
に
な
り
抜

き
始
め
た
時
期
が
白
髪
の

増
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
重

な
り
そ
の
よ
う
な
俗
説
が

生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
身
の

回
り
の
昔
の
常
識
や
俗
説

を
辿
っ
て
み
た
ら
当
時
の

思
い
出
や
幼
い
こ
ろ
の
記

憶
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
探
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

女
川
原
発
再
稼
働
宮
城
県
知
事
「
同
意
」

　

11
月
11
日
に
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
は
女
川

原
発
再
稼
働
の
同
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
安
全

面
や
避
難
計
画
の
不
備
、
不
安
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
な
か
、
県
民
の
総
意
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
こ
れ

か
ら
の
運
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
原
発
問
題

住
民
運
動
宮
城
県
連
絡
セ
ン
タ
ー
の
中
嶋
廉
世

話
人
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

色
麻
、
加
美
、
蔵
王
、
柴
田

の
町
長
が
反
対
意
見
や
「
市

町
村
長
会
議
は
決
定
す
る
場

で
は
な
い
」
と
い
う
異
論
を

述
べ
、「
想
定
外
の
事
態
」（
読

売
新
聞
）
に
な
り
ま
し
た
。

村
井
知
事
は
、拍
手
を
求
め
、

一
任
を
と
り
つ
け
た
形
を
強

引
に
つ
く
り
、
再
稼
働
へ
の

同
意
を
強
行
し
た
の
で
す
。

　
女
川
原
発
は
、
事
故
を
起

こ
し
た
福
島
第
一
原
発
と
同

じ
沸
騰
水
型
で
す
が
、
先
に

「
合
格
」
し
て
い
た
沸
騰
水

型
原
発
に
は
ま
だ
地
元
同
意

は
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発（
新
潟
県
）

は
、
新
潟
県
政
が
原
発
の
安

全
性
、避
難
計
画
の
実
効
性
、

放
射
線
の
健
康
影
響
を
独
自

に
検
証
中
で
、
再
稼
働
の
時

期
は
ま
だ
見
通
せ
ま
せ
ん
。

　
東
海
第
２
原
発（
茨
城
県
）

は
、
30
㌔
圏
に
約
百
万
人
が

は
、
国
会
で
も
宮
城
県
議
会

で
も
何
度
も
指
摘
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
原
子
力
規
制
委
員

会
の
更
田
豊
志
委
員
長
が

「
合
格
し
て
も
、
安
全
だ
と

は
絶
対
に
言
わ
な
い
」
と
い

う
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る

の
は
、
重
大
事
故
を
防
げ
な

い
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
村
井
知
事
は
、

新
規
制
基
準
を
「
世
界
最
高

水
準
」
と
安
倍
前
総
理
の
ウ

ソ
を
引
用
し
て
地
元
同
意
を

正
当
化
し
ま
し
た
。
安
全
か

ど
う
か
を
自
分
で
判
断
し
な

い
、
無
責
任
な
態
度
で
す
。

　
沸
騰
水
型
原
発
は
、
放
射

能
を
閉
じ
込
め
る
格
納
容
器

が
小
さ
く
、
燃
料
棒
溶
融
の

事
故
が
起
こ
っ
た
時
の
除
熱

も
困
難
で
す
。「
安
全
対
策
」

と
し
て
導
入
さ
れ
た
代
替
循

環
冷
却
系
、
フ
ィ
ル
タ
ー
ベ

ン
ト
装
置
は
、
ど
ち
ら
も
あ

て
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
運
動
は
、
原
発
の
安

全
性
を
問
い
続
け
る
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　
網
地
島
（
石
巻
市
）
な
ど

の
離
島
、
原
発
の
前
を
通
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
寄
磯
地

区
の
住
民
は
、
重
大
事
故
時

の
避
難
が
困
難
で
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
や
船
が
頼
り
で
す
。

説
明
会
で
地
元
住
民
が
「
風

が
強
け
れ
ば
ヘ
リ
は
飛
べ
な

い
、
海
が
時
化
れ
ば
船
は
出

せ
な
い
」
と
追
及
し
ま
し
た

が
、
荒
天
時
の
避
難
手
段
の

確
保
は
今
後
も
絶
望
的
で

す
。

　
県
議
会
で
、
原
発
重
大
事

故
時
の
入
院
患
者
や
介
護

施
設
入
所
者
の
避
難
方
法

が
「
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
検

討
中
」（
天
下
み
ゆ
き
議
員
）

で
あ
る
こ
と
、「
放
射
能
の

約
半
分
は
家
屋
の
中
に
入
っ

て
く
る
の
で
、
屋
内
退
避
で

は
被
ば
く
を
防
げ
な
い
」（
三

浦
一
敏
議
員
）
こ
と
が
問
題

に
な
り
ま
し
た
。

　
女
川
町
か
ら
石
巻
市
へ
の

避
難
路
で
あ
る
国
道
３
９
８

号
線
は
、東
日
本
大
震
災（
２

０
１
１
年
）、
関
東
・
東
北

豪
雨
（
２
０
１
５
年
）、
台

風
19
号
（
２
０
１
９
年
）
と
、

８
年
間
に
３
回
も
法
面
崩
壊

な
ど
で
通
行
不
能
に
な
り
ま

し
た
。
女
川
町
と
石
巻
市
の

議
会
は
避
難
路
と
し
て
の
整

備
を
要
求
し
ま
し
た
が
、
約

２
０
０
億
円
が
必
要
で
、
ト

ン
ネ
ル
の
場
所
も
決
ま
っ
て

お
ら
ず
、白
紙
の
ま
ま
で
す
。

　
住
民
運
動
は
、
欠
陥
だ
ら

け
の
避
難
計
画
の
実
態
を
多

く
の
県
民
に
知
ら
せ
る
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。。

　
女
川
原
発
２
号
機
は
、
安

全
対
策
工
事
に
あ
と
２
年
が

必
要
で
、
そ
れ
ま
で
再
稼
働

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
間
の

１
年
以
内
に
衆
議
院
選
挙
、

●
県
民
は
同
意
し
て

い
な
い
、市
町
村
長

会
議
で
も
反
対・異

論
が
続
出

●
後
か
ら『
合
格
』の
女

川
原
発
が
先
に「
地

元
同
意
」︱「
中
立
の

ふ
り
」で
推
進
し
た

村
井
知
事

●
避
難
計
画
の
欠
陥

は
す
べ
て
未
解
決
、

避
難
道
路
整
備
も

白
紙
の
ま
ま

●「
原
発
ゼ
ロ
」基
本

法
の
制
定
を
求
め

る
署
名
運
動
を
広

げ
よ
う

住
ん
で
お
り
、
重
大
事
故
時

の
避
難
は
困
難
で
す
。
東
海

村
だ
け
で
な
く
、
水
戸
市
を

含
む
30
㌔
圏
の
自
治
体
す
べ

て
が
再
稼
働
の
同
意
権
（
拒

否
権
）を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
が
再
稼
働
を
阻
ん
で
い

ま
す
。

　
女
川
原
発
の
地
元
同
意
が

先
に
な
っ
た
の
は
、
村
井
県

政
が「
中
立
の
ふ
り
を
し
て
」

（
河
北
新
報
）
県
民
の
声
を

圧
殺
し
た
か
ら
で
す
。

　
地
元
同
意
の
撤
回
を
求
め

る
声
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
新
規
制
基
準
が
欧
米
の
基

準
よ
り
劣
っ
て
い
る
こ
と

平和ビル前で宣伝行動

宮
城
県
知
事
選
挙
、
仙
台

市
長
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

住
民
運
動
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
「
原

発
ゼ
ロ
」
の
日
本
を
つ
く

る
政
治
へ
の
転
換
を
呼
び

か
け
、
女
川
原
発
だ
け
で

な
く
す
べ
て
の
原
発
の
再

稼
働
中
止
・
廃
炉
の
実
現

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
２
号
機
が
再
稼
働
す
れ

ば
、
年
16
ト
ン
（
稼
働
率

80
％
で
）
も
使
用
済
み
核
燃

料
が
増
え
ま
す
。
処
理
す
る

方
法
が
な
く
、
数
十
万
年
の

保
管
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。
再
稼
働
は
倫
理
上
も
許

さ
れ
な
い
の
で
す
。

　
省
エ
ネ
の
進
展
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
進

み
、
電
気
は
十
分
で
す
。
日

本
で
稼
働
中
の
原
発
は
１
機

だ
け
で
、「
原
発
ゼ
ロ
」
の

時
代
は
目
の
前
ま
で
来
て
い

ま
す
。

　
原
発
で
雇
用
さ
れ
て
い
る

人
は
全
国
で
４
万
３
千
人
で

す
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
雇
用
は
す
で
に

26
万
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

再
エ
ネ
は
、
環
境
に
配
慮
し

て
開
発
す
れ
ば
、
安
全
で
、

安
く
、
雇
用
を
増
や
し
、
地

球
温
暖
化
対
策
の
切
り
札
に

な
り
、
持
続
可
能
で
す
。

　
原
発
と
石
炭
火
力
発
電
の

新
増
設
に
固
執
し
て
い
る
自

公
連
立
の
菅
政
権
を
「
原
発

ゼ
ロ
」
の
政
権
に
転
換
す
る

こ
と
は
、
希
望
あ
る
未
来
を

開
き
、
人
類
と
地
球
全
体
へ

の
貢
献
に
な
る
も
の
で
す
。

　
全
日
本
民
医
連
に
事
務
局

を
置
い
て
い
る
「
原
発
を
な

く
す
全
国
連
絡
会
」
が
「
原

発
ゼ
ロ
」
基
本
法
の
制
定
を

求
め
る
一
大
署
名
運
動
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
力
を
合
わ

せ
て
大
き
く
広
げ
ま
し
ょ

う
。

●「
合
格
し
て
も
、安

全
だ
と
は
絶
対
に

言
わ
な
い
」（
更
田
豊

志・原
子
力
規
制
委
員

長
）

中嶋廉世話人

2020年12月15日（火） （1）（第 1021 号）



声声
こ
え

保育園の頼れる
　　“お兄さん･お姉さんチーム”　

T
o
M
M
o
学
習
会

コ
ホ
ー
ト
調
査
結
果
の

　
　
　
　報
告
を
受
け
意
見
交
換

コ
ホ
ー
ト
調
査
結
果
の

　
　
　
　報
告
を
受
け
意
見
交
換

日本平和大会日本平和大会

つばさ薬局松陽台店　足利　知弘

日米地位協定への
　無関心の壁を越えることが課題
日米地位協定への
　無関心の壁を越えることが課題

厚
生
協
会

　萩
原

　修

進行を務める水戸部秀利医師

オンラインで開催された平和大会

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの 7文字をうまく
並べてできる言葉は？　　（作・モロズミ勝）

ヨ
コ
の
カ
ギ

１
　
胃
袋
を
四
つ
持
っ
て
い
ま
す

３
　
日
本
一
有
名
な
繁
華
街

６
　
長
靴
の
形
を
し
た
国
で
す

８
　
ス
ペ
イ
ン
の
民
族
舞
踊
・
舞
曲

10
　
電
気
プ
ラ
グ
の
差
し
込
み
口

11
　
あ
る
期
間
の
終
わ
り
。
将
来
や

未
来
と
い
う
意
味
も

13
　
種
…
…
、
同
…
…
、
分
…
…

15
　
重
さ
の
単
位
で
す

16
　
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
る
国
で
、
国

民
の
９
割
近
く
が
イ
ス
ラ
ム
教

徒
で
す

20
　
元
気
な
子
を
こ
う
言
い
ま
す
ね

22
　
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
く
て
も
楽

し
み
ま
す

23
　
中
島
み
ゆ
き
の
ヒ
ッ
ト
曲

タ
テ
の
カ
ギ

１
　
細
菌
よ
り
小
さ
な
病
原
体

２
　
タ
ン
は
牛
の
…
…

３
　
会
議
で
話
し
合
う
原
案

４
　
ミ
カ
ン
科
の
果
実
。
ブ
ン
タ
ン

と
も
い
い
ま
す

５
　
冬
至
に
は
ユ
ズ
を
入
れ
ま
す

７
　
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
す
。
…
…
主
義

９
　
災
害
時
の
非
常
食
に
も
な
り
ま

す
。
…
…
食
品

12
　
理
想
郷
で
す
。
…
…
の
園

14
　
衝
撃
や
影
響
と
い
う
意
味

16
　
首
都
は
バ
グ
ダ
ッ
ド

17
　
服
装
に
つ
い
て
ル
ー
ル
。
…
…

コ
ー
ド

18
　
12
月
で
す

19
　
原
…
…
、
思
…
…
、
妙
…
…

21
　
円
周
率
を
表
す
記
号

　
私
の
好
き
な
憲
法
の
条
文

は
第
97
条
で
す
。

　「
こ
の
憲
法
が
日
本
国
民

に
保
障
す
る
基
本
的
人
権

は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る

自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で

あ
つ
て
、こ
れ
ら
の
権
利
は
、

過
去
幾
多
の
試
錬
に
堪
へ
、

現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対

し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

永
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。」

　
私
が
初
め
て
憲
法
に
触
れ

た
の
は
小
学
校
の
社
会
科
の

授
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
、
こ
の
条
文
を
読
ん
で

「
憲
法
っ
て
す
ご
い
！
か
っ

こ
い
い
！
」
と
思
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。と
は
言
え
、

あ
の
頃
は
憲
法
の
〝
永
久
不

可
侵
〟
と
い
う
堅
牢
っ
ぷ
り

に
子
ど
も
心
を
く
す
ぐ
ら
れ

て
い
た
だ
け
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
（
笑
）

　
あ
れ
か
ら
十
数
年
が
経
っ

た
今
で
は
、
民
医
連
職
員
と

し
て
『
沖
縄
辺
野
古
独
自
支

援
行
動
』
に
参
加
し
た
り
、

『
9
条
改
憲
発
議
反
対
署
名
』

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
な
か

で
、
こ
の
条
文
に
記
さ
れ
て

い
る
「
多
年
に
わ
た
る
自
由

獲
得
の
努
力
」
が
い
か
に
長

く
険
し
い
道
の
り
で
あ
っ
た

か
、「
過
去
幾
多
の
試
練
」

が
い
か
に
凄
惨
で
つ
ら
い
も

の
で
あ
っ
た
か
を
知
り
ま
し

た
。

　
私
た
ち
が
今
こ
う
し
て
自

由
や
権
利
を
主
張
し
て
、
平

和
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
先
人
た
ち
が
多
く
の

犠
牲
を
払
っ
て
掴
み
取
っ
て

き
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
に
は
重

大
な
使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
戦
後
70
年
余
り
を
守

り
抜
い
て
き
た
日
本
国
憲
法

を
次
の
世
代
に
受
け
渡
す
こ

と
。

　
第
12
条
前
段
で
は
、「
こ

の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の

不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ

れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ま
こ
そ
、
私
た
ち
が

「
不
断
の
努
力
」
を
重
ね
、

主
権
者
と
し
て
の
力
を
発
揮

す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
改
憲
を
阻
止
し
、
憲
法

を
守
り
、生
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
先
人
か
ら
、わ
た
し
た
ち
、

そ
し
て
次
の
世
代
へ
と
繋
い

で
い
き
た
い
も
の
。
い
つ
の

日
も
、
日
本
国
憲
法
が
輝
き

を
放
っ
て
い
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

宮
城
民
医
連
事
務
局

瀬
戸
　
友
紀
乃

私の好きな憲法は何条？
連載

私の好きな憲法は何条？
120

100
　
去
る
11
月
14
日
土
曜
日

「
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ

バ
ン
ク
機
構（
Ｔ
ｏ
Ｍ
Ｍ
ｏ
）

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
結
果
学

習
会
」
を
坂
総
合
病
院
と
リ

モ
ー
ト
方
式
で
開
催
し
、
医

師
・
歯
科
医
師
、
地
域
住
民

や
元
自
治
体
保
健
師
、
県
連

職
員
を
含
め
34
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
主
催
は
、
県
連
被

災
者
健
康
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　
水
戸
部
秀
利
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
責
任
者
よ
り
、
開
会
あ
い

さ
つ
で
こ
の
間
の
経
過
と
今

回
の
開
催
目
的
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
東
北
大
の
寶
澤

篤
教
授（
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・

メ
ガ
バ
ン
ク
機
構
地
域
住
民

コ
ホ
ー
ト
室
長
）
が
「
地
域

住
民
コ
ホ
ー
ト
調
査
の
結
果

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」、

次
い
で
同
機
構
三
世
代
コ
ホ

ー
ト
室
長
の
栗
山
進
一
教
授

が
「
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
調
査

の
結
果
か
ら
み
え
て
き
た
ラ

イ
フ
コ
ー
ス
に
わ
た
る
震
災

後
の
健
康
課
題
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

研
究
の
最
新
の
成
果
の
一
端

で
す
。
参
加
者
は
意
見
含
め

11
人
が
活
発
に
質
問
す
る
な

ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ

ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
到
達
点

を
学
ぶ
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
メ
ガ

バ
ン
ク
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」「
民
医
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
本
人
と
家
族
、
労

働
と
家
庭
環
境
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｈ

の
視
点
で
分
析
す
る
の
も
必

要
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
Ｔ
ｏ
Ｍ
Ｍ
ｏ
は
15
万
人
規

模
の
膨
大
な
被
災
者
を
含
め

た
情
報
を
こ
の
間
蓄
積
し
て

お
り
、
ゲ
ノ
ム
情
報
を
除
い

て
も
、
生
活
や
健
康
に
関
わ

る
重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
活
用
し
分

析
す
る
た
め
に
、
Ｔ
ｏ
Ｍ
Ｍ

ｏ
の
デ
ー
タ
を
借
り
受
け
る

分
譲
手
続
き
に
入
っ
て
い
ま

す
。

　
県
連
被
災
者
健
康
調
査
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
日
本
大

震
災
と
い
う
社
会
的
ス
ト
レ

ス
が
、
住
民
の
生
活
や
健
康

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た
か
。
特
に
、「
在
宅
被
災

者
」
の
実
態
を
個
別
事
例
だ

け
で
な
く
、
一
定
の
集
団
と

し
て
疫
学
的
な
手
法
で
分
析

で
き
な
い
か
と
い
う
問
題
意

識
を
具
体
化
す
る
た
め
に

２
０
１
９
年
８
月
に
発
足
し

ま
し
た
。

　
宮
城
民
医
連
も
事
務
局
を

任
う
東
日
本
大
震
災
復
旧
・

復
興
支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン

タ
ー
等
は
、
Ｔ
ｏ
Ｍ
Ｍ
ｏ
が

行
っ
て
い
る
ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー

ト
研
究
は
、
惨
事
便
乗
で
、

医
学
研
究
の
倫
理
規
定
「
ヘ

ル
シ
ン
キ
宣
言
」
へ
の
抵
触

な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
と
批
判
し
て
き
ま
し

た
。一
方
で
被
災
者
の
生
活
、

健
康
デ
ー
タ
と
い
う
成
果
物

は
価
値
中
立
で
、
近
年
記
録

的
災
害
が
相
次
ぐ
中
被
災
者

救
済
と
「
将
来
被
災
の
軽
減

と
健
康
被
害
予
防
」
に
集
め

ら
れ
た
情
報
を
役
立
て
る
必

要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
善
意
の
協
力
者
か
ら

集
積
さ
れ
た
ゲ
ノ
ム
情
報
は

一
定
要
件
の
も
と
企
業
分
譲

も
開
始
さ
れ
て
お
り
、
専
門

家
と
市
民
の
引
き
続
く
監
視

は
い
よ
い
よ
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
11
月
21
日
に
２
０
２
０
年

日
本
平
和
大
会
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
か
ら
草
の
根
の
運
動
の

報
告
の
ほ
か
、
海
外
や
様
々

な
分
野
の
方
か
ら
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
ま
し
た
。
第
１
部
の

全
体
集
会
で
は
、
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
の
小
沢
隆
一
教

授
か
ら
「
日
本
学
術
会
議
の

会
員
任
命
を
拒
否
問
題
は
憲

法
第
23
条
の
学
問
の
自
由
を

侵
す
も
の
で
あ
り
、
強
権
支

配
で
平
和
と
憲
法
と
破
壊
す

る
も
の
で
断
固
と
し
て
許
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
医
療
と
は

畑
違
い
の
分
野
で
関
係
な
い

と
思
い
が
ち
で
ま
す
が
、
憲

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
学

問
・
研
究
・
言
論
の
自
由
を

侵
す
行
為
は
国
民
で
あ
る
自

分
自
身
に
も
降
り
か
か
る
も

の
だ
と
認
識
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
特
別
集
会
で

は
、
日
米
地
位
協
定
問
題
に

つ
い
て
沖
縄
国
際
大
学
の
前

泊
博
盛
教
授
が
講
演
し
ま
し

た
。
今
の
日
本
で
は
、
日
米

地
位
協
定
が
あ
る
た
め
年
々

増
え
る
米
兵
に
よ
る
犯
罪
を

裁
く
こ
と
が
難
し
く
、
泣
き

寝
入
り
す
る
被
害
者
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。
米
兵
の
数

も
他
国
と
比
べ
日
本
だ
け
が

増
え
て
い
る
と
い
う
状
況
に

あ
り
、
日
米
地
位
協
定
の
問

題
に
つ
い
て
国
民
の
意
識
の

希
薄
さ
や
無
関
心
な
状
況
を

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
米

軍
と
基
地
問
題
は
沖
縄
や
基

地
が
あ
る
地
域
だ
け
と
捉
え

が
ち
で
す
が
、
米
兵
の
犯
罪

は
自
衛
隊
施
設
の
共
同
利
用

や
演
習
と
い
っ
た
形
で
ど
こ

で
も
あ
り
う
る
こ
と
で
す
。

無
関
心
の
壁
を
ど
う
越
え
て

い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

　
全
国
か
ら
３
０
０
０
名
以

上
の
方
が
視
聴
さ
れ
た
今
回

の
日
本
平
和
大
会
、
世
界
か

ら
見
た
日
本
の
姿
や
日
本
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
草
の
根

の
運
動
、
日
米
地
位
協
定
な

ど
様
々
学
ぶ
こ
と
が
多
い
集

会
で
し
た
。
し
か
し
、
大
会

中
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ

り
、
視
聴
先
の
映
像
を
見
る

と
年
齢
層
が
高
い
方
の
参
加

率
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

と
い
う
参
加
形
態
で
あ
っ
て

も
若
い
世
代
が
参
加
し
な

い
、
こ
う
い
っ
た
現
状
を
ど

う
変
え
て
い
く
か
。
平
和
活

動
の
あ
り
か
た
を
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り

ま
わ
さ
れ
た
２
０
２
０
年
も

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

お
付
き
合
い
は
ま
だ
ま
だ
続

き
そ
う
…
マ
ス
ク
着
用
、
こ

ま
め
な
手
洗
い
、
消
毒
は
意

識
し
つ
つ
も
少
し
ず
つ
行
動

範
囲
を
広
げ
て
い
け
た
ら
…

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
銀
杏
保
育
園

保
育
士
　
三
川
孝
子

　
ク
イ
ズ
の
解
答
は
事
業
所
名
、
氏
名
、
職
種
を

記
し
県
連
事
務
局
に
送
っ
て
下
さ
い
。
メ
ー
ル
は

不
可
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
可
。
正
解
者
に
抽
選
で
５

人
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
余
白
に

日
頃
考
え
て
い
る
事
な
ど
を
書
き
添
え
て
下
さ

い
。「
声
」
の
欄
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
応
募
資
格
＝
臨
時
・
パ
ー
ト
含
む

県
連
職
員
。
締
切
１
月
16
日
当
日
消
印
有
効
。
発

表
２
月
１
日
号
。
11
月
１
日
号
答
え
①
左
手
前
・

犬
を
追
い
か
け
る
子
の
髪
、
②
中
央
で
腕
を
組
む

子
の
左
足
、
③
中
央
手
前
の
子
の
顔
の
向
き
、
④

犬
の
リ
ー
ド
の
長
さ
、
⑤
犬
の
尻
尾
の
長
さ
、
⑥

右
端
の
子
の
右
手
、
⑦
右
端
の
子
の
左
の
靴
下
・

応
募
総
数
20
件
。
当
選
者
＝
阿
部
友
美
／
坂
総
合

病
院
、
山
田
裕
美
／
長
町
病
院
、
佐
藤
裕
貴
子
／

宮
城
野
の
里
、
吉
野
由
美
子
／
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
が
ま
ち
、
阿
部
成
美
／
つ
ば
さ
薬
局
多
賀
城

店
（
敬
称
省
略
）
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